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R6年度事業計画（東北大＠仙台）
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⑤ 実験原子力総合実習（東北大学）:2025年1月実施済
原子力分野を専攻する大学院生を主たる対象として、中性子の挙動、照
射による材料特性の変化に関する実践的な理解を深めるため、4.5 MVダ
イナミトロン加速器による加速器中性子源あるいは1 MV重イオン加速器
を活用した「中性子輸送挙動計測実習」、「放射線応用実習」、「原子炉材
料照射実習」と、「PCTRAN実習（原子炉システムシミュレーション）」なら
びに「RETRAN実習（原子炉熱流動シミュレーション）」を中心として、これ
らを適切に組み合わせた実験、実習を行う。

⑥ 実験原子力インターンシップ（東北大学）:2024年8月実施済
機械系、電気系の高専生を主たる対象として、自分の専門となじみの少な
い原子力分野とのつながりを知ってもらい、原子力分野の魅力に気づい
てもらえるよう、「材料の基礎」から入り、「1 MV重イオン加速器を用いた
材料の照射による変化の観察」、「4.5 MVダイナミトロン加速器を用いた
運転実習と放射線の応用」を組み合わせた実習と原子力系研究室の見学
を行う。



実験原子力インターンシップ（高専生向け、8月開催）
全国の高専から計14名が参加した。各種実習に加えて、研究室
ツアー、ナノテラス見学、高専出身者との懇談を実施した。



実験原子力インターンシップ（高専生向け、8月開催）アンケート結果（一例）



実験原子力総合実習（大学院生主対象、1月開催）
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2025年1月21日（火）～24日（金）に実施。
全国から計9名の大学院生・大学生が参加した。



実験原子力総合実習（大学院生主対象）アンケート結果（一例）
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⑥ 中性子照射済み材料実習（東北大学）

原子力分野の大学院生・電力会社の若手研究者を対象として、中性子照射済みの放射
化材料に関する実習を、国内有数の教育研究ホットラボ施設である金属材料研究所大洗
センターで行った。放射化試料の取り扱い、機械試験、ミクロ組織観察（透過電子顕微鏡、
3次元アトムプローブなど）などを行った。原子力施設見学（JMTR・常陽・千代田テクノル
大貫台工場）も実施した。

⑦ 高専生のための原子力材料実習（東北大学）

高等専門学校学生および大学１、２年生を対象として、原子力材料全般に関する教育を、
国内有数の教育研究ホットラボ施設である金属材料研究所大洗センターで行った。

講義では、放射線やその管理の基礎、材料の基礎、原子力材料の特徴などを扱った。実
習では、機械試験、ミクロ組織観察（透過電子顕微鏡、3次元アトムプローブなど）などを

扱った。高専で学ぶ方々の将来の進路選択のイメージを描く一助になれるよう、大学にお
ける原子力材料研究の第一線を知るための体験コースを開催した。日本原電東海第二

発電所の見学も実施した。

⑧ 放射性廃棄物分離分析実習（東北大学）

放射性廃棄物分離分析に関する実習を、国内有数の教育研究ホットラボ施設である金属
材料研究所大洗センターで行う。化学実験操作、マニピュレーター操作、誘導結合プラズ
マ質量分析法を用いた難分析核種の同定と定量などを扱う。大学院生に加え、若手研究

者（社会人）も受け入れる。

R６事業計画（東北大＠大洗）



参加人数：
大学生29名、高専生17名
合計48名（2024年度夏期）
全国の原子力エネルギー分野
専攻の学生との交流

２０２４年度人材育成 「中性子照射済み材料実習」＆「高専生のための原子力材料実習」

原子力材料に関する教育：現地開催：茨城県大洗町
（院生：７月２９日－8月２日、大学・高専生：8月２６－２８日）
現行炉のより高い安全性を確保するために不可欠な原子力材料に関する教育・実習を
行った。放射線の基礎、放射化試料の取り扱い、透過電子顕微鏡や３次元アトムプ
ローブなど最先端のミクロ組織分析手法などの理解が深まる。

文部科学省 機関横断的な人材育成事業 「原子炉及び大型実験施設等を活用した持続的
な原子力人材育成拠点の構築」の助成を受け、人材育成を実施する。

2024年度 中性子照射済み材料実習

原子力関連施設（JAEA大洗研究所、千代田テクノル大貫台工場）の見学も行った。

溶質原子クラスター分析の実習

アーク溶解を用いた
単結晶育成の実習

ウラン化合物の物性に関する講義



参加人数：
大学院生15名、若手1名
合計16名

２０２４年度人材育成 「放射性廃棄物分離分析実習」

ICP-MSを用いた分離分析実習

溶液操作・分離分析実習

放射性廃棄物の処理・処分の実習

放射性廃棄物処理・処分における分離・分析：現地開催：茨城県大洗町
（大学院生・若手研究者：2025年1月2７－３１日開催）

東電福島第一原発廃止措置や通常の廃炉措置などで不可欠な廃棄物分離分析に関する
教育・実習を行う。放射線廃棄物や化学操作の基礎を扱った上で、最先端の分析機器
である誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いた分離分析手法の講義・実
習を行う。

燃料デブリの電子顕微鏡分析実習



特筆すべき成果
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✓ 昨年度開催された「実験原子力インターンシップ（高専生向け）」の受講者が、実習
参加を契機として大学院進学（東北大 量子エネルギー工学専攻）を希望し、今年度
8月の大学院入試を経て、次年度から大学院生として入学予定。

✓ 意欲的な学生が原子力分野に進学してくれた好例であり、ANEC HPにインタビュー
記事を掲載（これを呼び水としてさらなるすそ野拡大を目指したい）。

✓ その他にも、実習内容に興味を持ち、再びインターンとして訪れてくれるなど、実習
をきっかけとした人的交流の流れが構築されつつある。



最終成果見込み
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実施項目 R2 R3 R4 R5 R6

実験原子力総合実習（高専生向け） - - 7 5 14

実験原子力総合実習（大学生・大学院生向け） - 3 10 5 9

中性子照射済み材料実習 25 34 29

高専生のための原子力材料実習 11 6 17

放射性廃棄物分離分析実習 16 15 16

＜育成人数＞

✓ 実習立ち上げ期から様々なトライアンドエラー、実習後のアンケート結
果の反映を経て、高度かつ魅力的な実習を複数確立した。

✓ 実習参加を入口として、引き続き共同研究に発展するケースや、原子
力分野の外からの学生獲得に繋がるなど、実施側・参加側双方に具体
的なメリットがある流れを構築しつつある。

✓ ANECの有機的な連携を継続、さらに発展できるよう、微力ながら貢献
したいと考えている。
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